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【 洲本川レガッタ2023 (ボート部) 】 

令和５年９月９日 

9月3日(日)に「洲本川レガッタ2023」が開催されました。平成23年

から始まったこの行事も13回目を迎えました。洲本実業高校、洲本高校、蒼

開海高校の3校のボート部と、そのOB・OGが中心となって企画運営してい

る大会です。

ボート部と言えば、言うまでもなく本校では伝統ある部で、全国大会での活

躍をはじめ、これまでに数多くの輝かしい実績を残してきました。他の２校と

もお互いに切磋琢磨し合いながら、１世紀を超える淡路島のボート競技の歴史

を築き上げてきたのです。 

当日は、OB・OGの方々の一般のチームと高校生の現役選手が一緒に

レースを楽しみました。皆さん、晴天に恵まれた穏やかな川面を気持ち

よさそうにボートを漕いでいました。本校の選手たちもOB・OGや他

校の選手に負けじと力強いROWINGでレースを展開していました。 

元来、淡路の高校のボート部は兵庫県下でも伝統的に強豪で、県

のレベルアップに貢献してきたそうです。現在は各校の生徒の人数

が減っていて、なかなか練習もままならない状況があったりもしま

すが、それぞれの学校が誇りを持って伝統を受け継いで精進してい

るのではないでしょうか。 

そして、この大会は、平成１６年の水害からの復興の意味も込められているそうなので、ボート部の選手た

ちが水害の被害に遭った洲本川で練習している姿は、市民にとっても安心と勇気を与えてくれる存在だと思い

ます。また、多くの先輩たちも応援し見守ってくれています。 

現在の部員たちは、そういった淡路のボート競技のバックグランドも知りつつ、新たな伝統を作れるよう、

今後も競技生活に邁進していってください！ 

  


